
令和２年度

中小企業振興に関する事業の実施状況
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　市内企業の大多数を占めている中小企業は、雇用、消費活動、
個人所得及び税収など様々な面から、地域経済の発展や市民生活
の向上に貢献しています。

　しかし、中小企業を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化な
どの影響による地域経済の低迷により、今後更に厳しさを増して
いくものと考えられます。

　日々変化する経済的社会的環境に適応し、中小企業が成長発展
していくためには、中小企業自らの努力はもちろんですが、私た
ちも、中小企業が地域にとって欠かすことのできない存在である
ことを十分に認識し、応援していくことが必要です。

　三沢市では、平成２７年１２月、中小企業が担う役割とその重
要性を示すとともに、中小企業に関わる全ての方々の役割を明確
にし、互いに連携しながら、地域全体で中小企業を支援すること
で、より豊かな地域社会の実現を図ることを目的に、三沢市中小
企業振興条例を制定いたしました。

　この「中小企業振興に関する事業の実施状況」は、市が各年度
において行っている中小企業向けの支援施策を、条例の規定に基
づき、公表するものであります。

　この実施状況を参考にご覧いただき、当市の中小企業の振興施
策をご理解いただくとともに、今後の更なる振興に向け必要な施
策のご提案・ご意見のご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

はじめに



【今後の事業展開】
　市内の中小企業者の円滑な資金調達に寄与するため、関係機関と連携して引き続き事
業の実施を検討していく。

担当課：経済部産業観光課
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Ｈ３０ 313,390,000円 170,000,000円 25,500,00円 508,890,000円
Ｒ１ 781,980,000円 196,620,000円 56,950,000円 1,035,550,000円
Ｒ２ 431,510,000円 40,500,000円 20,300,000円 474,310,000円

Ｈ２９ 287,944,000円 139,050,000円 71,000,000円 497,994,000円

＜効果＞
市内の中小企業者の円滑な資金調達に寄与した。

　●融資金額実績
簡易小口資金
特別保証制度

中小企業活性化
資金特別保証制度

中小企業創業支援
資金保証制度 計

Ｒ１
件数 115件 16件 15件 146件
金額 15,177,518円 3,019,139円 1,250,112円 19,446,769円

Ｈ３０
件数 68件 14件 4件 86件
金額 5,204,803円 2,553,913円 518,691円 8,277,407円

Ｈ２９
件数 65件 14件 10件 89件
金額 6,462,380円 2,578,819円 1,795,985円 10,837,184円

財 源 ： 一般財源100％

【目的及び概要】
＜目的＞
　市内中小企業者の金融機関からの資金調達を円滑にする。

＜概要＞
　市内の中小企業者が金融機関から資金を借入れする際、一定の条件を満たす場合、市
が信用保証料の補給を行う。
　・簡易小口資金特別保証制度…………信用保証料を市が全額補給
　・中小企業活性化資金特別保証制度…信用保証料を市が半額補給
　・中小企業創業支援資金保証制度……信用保証料を県で３割、市で７割を補給
　・空き店舗活用チャレンジ融資保証制度……信用保証料を市が全額補給

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞
　●信用保証料補給額実績

簡易小口資金
特別保証制度

中小企業活性化
資金特別保証制度

中小企業創業支援
資金保証制度 計

16,000,000 円
令和２年度決算額 ： 8,002,928 円
令和３年度予算額 ： 16,000,000 円

Ｒ２
8,002,928円390,930円301,871円7,310,127円金額

67件6件5件56件件数

簡易小口資金特別保証制度等保証料補給金
令和２年度予算額 ：



居住人数　　　　　　245人
うち市外からの転入　　119人

新築住宅工事費等（登記費用等諸経費含む）
  69件　1,572,563,550円    うち市内業者　22件 　 467,515,499円
中古住宅購入費
   8件　   48,368,758円    うち市内業者　 5件　   30,846,058円

件数 82件 29件 17件 11件 99件 40件

金額 125,992,000円 54,473,000円 23,796,000円 14,614,000円 149,788,000円 69,087,000円

18件 14件 99件 46件

金額 120,101,000円 54,092,000円 29,880,000円 23,193,000円 149,981,000円 77,285,000円

【令和２年度の実績・効果】
＜実績＞
　●助成金の交付実績

新築住宅 中古住宅 計うち市内業
者施工

　●制度利用による居住実績

＜効果＞
　移住・定住化の促進に効果があった。また、住宅取得の促進により経済の活性化
に寄与した。

　●工事費等実績

Ｒ２
件数 69件 22件 8件 5件 77件 27件

金額 123,928,000円 44,596,000円 13,993,000円 8,884,000円 137,921,000円 53,480,000円

※転入者数は令和元年度まで該当年度の4月1日以降に転入した者としていたが、
　制度改正に伴い令和2年度より平成28年4月1日以降に転入した者を転入者数
　として集計した。

【今後の事業展開】
　移住・定住化に効果的な制度であることから、より多くの方に利用していただくた
め、事業内容を検証し実施していく。

担当課：政策部政策調整課
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令和２年度予算額 ： 140,000,000 円
令和２年度決算額 ： 137,921,000 円
令和３年度予算額 ： 130,000,000 円

財 源 ： 一般財源100％

Ｒ１

Ｈ３０
件数 81件 32件

うち市内業
者施工

うち市内業
者施工

【目的及び概要】
＜目的＞
　三沢市への移住又は定住を促進し、域内居住人口の維持及び拡大を図る。

＜概要＞
　三沢市内に住宅を取得し、かつ、当該住宅に継続して居住する意思を有する者に対し
て助成金を交付する。
　・新築住宅の取得費用
　・新築住宅以外の住宅の取得費用
　・住宅取得に伴う土地の取得費用

三沢市住宅取得支援事業助成金



令和２年度予算額 ： 31,624,000 円
令和２年度決算額
令和３年度予算額

建物リフォーム等事業費補助金
：
：

【目的及び概要】

＜実績＞

【令和２年度の実績・効果】

149件 6件 6件
5,410,000円 890,000円

＜効果＞

155件

一般財源100％

7件
金額 21,760,000円

Ｒ２

1,180,000円
Ｈ３０

件数

298,331,372円 658,000円 30,234,340円

円
円

31,297,682
31,000,000

Ｈ２９

住宅リフォー
ム工事

財 源 ：

164件
30,430,000円

4件

市内建設業者への受注促進による経済の活性化及び雇用の安定・確保に寄与した。
また、市内定住化促進についても効果的であったと考える。

金額 18,650,000円 910,000円

Ｒ2
155件

23,430,000円
件数
金額

1件
60,000円 6,820,000円 120,000円

　●工事費の実績及び登録業者数

＜目的＞
　市内建設業者の受注促進により、経済の活性化及び雇用の確保を図る。

＜概要＞
　当該事業費補助金参加登録店に発注する下記工事を実施する市民に対して補助金を交
付する。
　・住宅リフォーム工事
　・住宅用再生可能エネルギー等設置工事
　・空き店舗改装出店工事
　・空き家取壊し工事
　・既存店舗改装工事

件数 134件

Ｒ１
件数

155件
30,680,000円

168件
29,240,000円

7件 7件 9件
10,110,000円 1,010,000円

168件
金額 22,540,000円 290,000円 4,660,000円 910,000円 28,400,000円

　●補助金の交付実績

3件

空き家
取壊し工事

7件 1件

住宅用再生可能
エネルギー等

設置工事

空き店舗及び既存
店舗改装出店工事 計

6件

71社 339,415,371円 2,950,306円

Ｈ２９

登録
業者数

69社

72社

計

1,287,000円 331,010,712円

住宅用再生可能
エネルギー等

設置工事

空き店舗及び既存
店舗改装出店工事

空き家
取壊し工事

住宅リフォー
ム工事

264,962,649円 10,044,210円 43,246,955円 10,841,052円 324,575,434円

Ｒ１

- 4 -

【今後の事業展開】
　当該事業を利用する市民や参加登録店からも高評価を得ていることを踏まえつつ、よ
り効果的な事業の実施に向けて検討をしていく。

338,239,755円73社

担当課：経済部産業観光課

26,366,954円 9,213,600円 377,946,231円
Ｈ３０ 283,695,047円 12,444,028円 31,129,880円 10,971,000円



〇特産品開発促進事業費（4件、１,075,000円）
・株式会社アグウィル　三沢産にんにくを使用した「にんにくポタージュ」の開発
・株式会社いろり　三沢産の昼いかを使った「お刺身の冷凍真空パック」の販売力強化
・株式会社PEBORA　三沢産平爪蟹を使用した「濃厚平蟹のビスク」の新パッケージ製作
・ミセスビードル（柴田みゆき）　三沢産の長いもを使った「長いもスムージー」開発

〇特産品販路開拓事業費（2件、200,000円）
・三沢市近郊やさい生産組合　外国人をターゲットにした「定額野菜BOX」の発売等
・株式会社PEBORA　濃厚平蟹のビスクの「ディスプレイ箱」製作

令和３年度予算額 ： 2,000,000 円
財 源 ： 一般財源100％

【目的及び概要】
＜目的＞
　地元農畜水産物等を活用した付加価値の高い加工品の開発や製造販売、販路開拓を推
進するための経費を補助するもの。

＜概要＞
〇特産品開発促進事業費
　補助対象経費の１／２（１件あたり上限５０万円）を補助。公募して３件程度採択。

〇特産品販路開拓事業費
　補助対象経費の１／２（１件あたり上限１０万円）を補助。公募して５件程度採択。

特産品開発促進補助金
令和２年度予算額 ： 2,000,000 円
令和２年度決算額 ： 1,275,000 円

Ｈ２８ 4件 2,834,000円
Ｈ２９ 4件 2,030,000円

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞
件数 補助金額

　この補助制度を活用して開発された商品を「三沢ブランド認定特産品」の候補として申請
し、当該認定制度と連携して市内外に広くＰＲしていく。このような活動を通し、当市農畜水
産業並びに関連産業の活性化を図るとともに、引いては生産者所得の向上をねらう。

担当課：経済部産業観光課
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Ｈ３０ 2件 1,113,000円
Ｒ１ 3件 2,763,000円

＜効果＞

【今後の事業展開】

1,275,000円Ｒ２ 6件

　三沢市が全国に誇る農畜水産物等地域資源の付加価値を高めた新たな加工品の開発を促進
し、販路開拓を支援することにより、その素材となった地域資源の消費拡大と知名度の向上
が図られた。



3,000,000： 円

【目的及び概要】

2件 1,845,000円

3件
3件

担当課：経済部産業観光課

　●補助金の交付実績
件数

3,000,000円
2,920,000円

Ｒ１

Ｈ２８
Ｈ２９
Ｈ３０ 2件 1,824,000円

令和２年度決算額
令和３年度予算額

一般財源100％財 源 ：

＜目的＞
　新たに起業化を図る事業または新分野への進出を図る事業の実施に要する経費の一部
を補助することにより、雇用の創出及び所得の向上、市内産業の活性化を図る。

＜概要＞
　認定を受けた事業に要する経費のうち、補助対象経費の８割以内（上限１００万円）
を補助する。

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞

円

補助金額
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三沢市起業化支援事業費補助金
： 0 円

令和２年度予算額 ： 3,000,000

【今後の事業展開】

　当該補助金に関する相談や問い合わせはあったものの、新型コロナウイルス感染
症の影響等により、起業する時期を延長するなどの動きが見られたため、申請及び
交付実績は無しとの結果となった。

　雇用の創出と市内産業の活性化のため、効果的な事業を検討していく。

Ｒ２ 0件 0円



ＵＩターン人材確保支援事業助成金
：

0 円

＜目的＞
　中小企業の振興を図るため、市内の中小企業者等が取り組む人材確保に関する事業に
要する経費について助成する。
＜対象＞
　市内に住所を有する個人事業者又は市内に所在地を有する法人事業者
＜対象事業＞
①県外での合同企業説明会等参加し、就職希望者の勧誘を行う事業
②就職情報サイト等へ会社情報を登録する事業
＜助成金額＞
　対象経費の２分の１、上限１０万円

【令和２年度の実績・効果】

：
令和２年度決算額

600,000 円令和２年度予算額

令和３年度予算額

＜実績＞
件数 補助金額

Ｈ３０ 0件 0円

0件

円
： 一般財源100％

　平成２９年度に行われた市長への「中小企業振興に関する提言書」より実現に
至った事業である。新型コロナウイルス感染症の影響により、県外への移動制限
や、オンラインでの企業説明会へ変更するなどといった動きがあったため、実績は
無しとの結果となった。

Ｒ２

【今後の事業展開】

600,000
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【目的及び概要】
財 源

265,000円

：

0円
Ｒ１ 6件

　市内中小企業の人材確保を図るため、企業PR動画製作等といった企業情報発信にも活
用できるような事業を検討していく。

担当課：経済部産業観光課



　平成２９年度に行われた市長への「中小企業振興に関する提言書」より実現に
至った事業であり、企業の人材育成及び定着につながっている。

＜目的＞
　市内の中小企業の振興と産業の発展を図るため、優秀な人材の確保及び育成に関する
事業に要する経費について助成する。
＜対象＞
　三沢市の住民登録を有する従業員が教育訓練給付制度において厚生労働大臣が指定す
る講座又は講座の終了をもって取得する国家資格等を取得するための経費を要する市内
事業所。
＜助成対象経費及び助成金＞
〇資格取得に係る受講料（教材費を含む）
〇資格取得に係る受験料
〇資格取得に係る登録料
＜助成金額＞
　助成対象経費に２分の１を乗じて得た額（千円未満の単数がある時は、これを切り捨
てた額）とし、１人につき５万円を上限とする。この場合、同一事業者に対する助成金
の交付は、同一年度につき２人を上限とする。

9件
5件

【今後の事業展開】

Ｈ３０
Ｒ１
Ｒ２

3件 144,000円

担当課：経済部産業観光課
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＜効果＞

　優秀な人材の確保及び育成を図るため、効果的な事業を検討していく。

400,000 円
令和２年度決算額

三沢市資格取得支援事業助成金
：

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞

135,000円

：

300,000円

【目的及び概要】
財 源 ： 一般財源100％

400,000 円令和３年度予算額

件数 補助金額

135,000 円
令和２年度予算額 ：



・古間木小学校　5年生　19人
・上久保小学校　6年生　60人
・木崎野小学校　4年生　90人
・第五中学校　　1年生　50人
・第二中学校　　1年生　90人
・第一中学校　　2年生　89人
・三沢商業高校　1,2年生　56人 合計　　3小学校、3中学校、1高校にて実施

市内協力企業数　合計　　11社

若年者地元定着推進事業
： 0 円
： 0 円

財 源 ：

【目的及び概要】

令和２年度予算額 ： 0

＜目的＞
　小中学校の地元就職に対する意識を醸成するため、地元企業の魅力を伝え、関心を高
めることにより、人財育成と地元定着を図る。

＜概要＞
　市内の企業が各学校を訪問し、企業の特徴や仕事の内容、魅力等を紹介することで以
下を目指す。
①地元企業の認知度の向上
②地元企業就職への意識付け
③市内への就職率向上とＵターン者の増加

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞

円
令和２年度決算額
令和３年度予算額

　平成２９年度に行われた市長への「中小企業振興に関する提言書」より実現に
至った事業。地元企業の魅力を生徒達に伝えることができ、生徒達からも積極的に
質問が出た。

【今後の事業展開】
　学校側及び企業側と協議を重ねながら、若年者の地元定着及び企業の魅力を伝えられ
る効果的な事業を検討していく。

担当課：経済部産業観光課
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＜効果＞



　就業者の勤労意欲の高揚を図ることができた。

【目的及び概要】

＜実績＞

【令和２年度の実績・効果】

計

99名

208名

優良事業主

206,756 円

Ｈ３０ 40名

【今後の事業展開】

1名

1名 26名

＜効果＞

： 207,000 円

： 212,000

　就業者の勤労意欲の高揚のため、効果的な事業を検討していく。

担当課：経済部産業観光課

＜目的＞
　勤務成績が優良で他の模範となる従業員及び市商工業の振興及び発展に功労のあった
者を表彰することで、市内事業者の勤労意欲の高揚を図る。

＜概要＞
　同一の場所に10年及び20年以上勤務し、勤務成績が特に優良で模範となる従業員及び
市商工業の振興及び発展に特に功労のあった者を市長が表彰する。

1名 109名 98名

財 源

：令和２年度決算額
令和２年度予算額

82名 109名

Ｒ１ 1名

円

勤続20年以上

26名

Ｈ２８
Ｈ２９

125名
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令和３年度予算額
一般財源100％

72名
84名

優良従業員

：

勤続10年以上

85名

優良従業員・優良事業主表彰

Ｒ２ 1名 58名 26名



平成26年5月開始
・登録者数　107者（令和2年3月31日現在）

※現在配信を停止中

担当課：経済部産業観光課

　補助金など幅広い最新情報を一括で配信することにより、より多くの方々に施策
を利用していただく機会を提供できると考えられるが、情報量が膨大になる傾向が
あり、適切な情報提供となっているか検討する必要があるため、配信を停止してい
る。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、必要性は高まっていると考えられるもの
の、登録業者に対して分かりやすい情報提供ができるよう見直しを図り、配信を再開し
ていく。

令和２年度決算額
令和３年度予算額

令和２年度予算額 ：
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： 0

財 源 ：
：

円

【今後の事業展開】

【目的及び概要】
＜目的＞
　登録業者へ事業に役立つ最新情報を提供し、活用してもらう。

＜概要＞
　事前に登録した方を対象に、国・県・市の各種補助金制度やセミナー等事業に役立つ
最新情報をメールにより配信する。

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞

三沢市産業情報メール
0 円

円0



＜実績＞

国際交流教育センター研修室
会場

５４名

経済産業省補助金等施策説明会
： 0 円

開催中止

令和２年度予算額 ： 0 円

参加者数

【目的及び概要】
＜目的＞
　経済産業省予算に係る各種施策について、中小企業者等への周知及び活用を促す。

＜概要＞
　東北経済産業局と連携し、経済産業省予算に係る補助金等の各種施策に関する説明会
を開催。

【令和２年度の実績・効果】

財 源 ：

令和２年度決算額
令和３年度予算額

　新型コロナウイルス感染症の影響により、非対面方式での情報提供が主流となってき
ているため、オンラインでの施策説明会等への参加を事業者に促していく。

担当課：経済部産業観光課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、当市での説明会開催を中止した。青森
県と東北経済産業局がオンラインでの説明会及び個別相談会を開催することとなっ
たため、認定支援機関などを通じて県説明会への参加を促した。

【今後の事業展開】

Ｈ３０

Ｈ２８
Ｈ２９

： 0 円

Ｒ２

国際交流教育センター研修室
国際交流教育センター研修室

Ｒ１ ６２名 公会堂第８集会室
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５１名
２６名



令和２年度予算額 ： 0 円

Ｒ１ ２６名 延べ５５件

Ｒ１ ３名

令和３年度予算額 円

三沢市創業相談ルーム
： 0 円令和２年度決算額

Ｒ２

相談件数
１６名 延べ８５件
９名

Ｈ３０ １１名 延べ１０５件
延べ９４件

　専門家が対応することによって、創業希望者の相談に幅広く対応することができ
ており、創業者も増加傾向にあることから、一定の効果があるものと考える。

３名
Ｈ２９ ４名

１６名 延べ２８件

創業者数

： 0

Ｈ２８
Ｈ２９

相談者数
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財 源 ：

　事業者の安定した経営と地域の雇用の拡大を図るため、効果的な事業を検討してい
く。

担当課：経済部産業観光課

Ｈ３０ ２名

【今後の事業展開】

Ｈ２８

【目的及び概要】
＜目的＞
　創業希望者からの相談に対応することにより、創業を促進し、安定した経営と雇用の
拡大を図る。

＜概要＞
　青森県及び２１あおもり産業総合支援センターと連携して、創業・起業支援の専門家
を配置し、構想、企画の段階から創業、起業に至るまで、幅広く相談に対応する。
　設置場所…三沢市商工会館３階
　開設日……毎月第２第４火曜日

【令和２年度の実績・効果】

＜実績＞

＜効果＞

Ｒ２ ２名



【物件】（物品、印刷） （単位：件、百万円）

【工事】（工事、修繕） （単位：件、百万円）

【役務】（業務、測量、設計） （単位：件、百万円）

【計】 （単位：件、百万円）

令和２年度 542 4,208 320 2,747 59.0% 65.3%

※地元中小企業者とは、三沢市内に本店を有する中小企業者をいう。
※官公需契約とは、地方公共団体等が物品を購入したり、サービスの提供を受けたり、工事を発注した
契約をいう。
※管財課契約係で契約を行った３０万円以上の案件。
※上水道関連と病院関連の契約については、含まれていない。
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平成３０年度 546 3,885 313 2,747 57.3% 70.7%

令和元年度 585 4,086 329 2,608 56.2% 63.8%

令和２年度 280 877 112 226 40.0% 25.8%

区分
官公需契約総額

うち地元中小企業者の
契約実績

比率

件数
(A)

金額
(B)

件数
(C)

金額
(D)

件数
(C)/(A)

金額
(D)/(B)

平成３０年度 285 750 114 372 40.0% 49.6%

令和元年度 324 1,284 141 485 43.5% 37.8%

令和２年度 168 3,103 133 2,432 79.2% 78.4%

区分
官公需契約総額

うち地元中小企業者の
契約実績

比率

件数
(A)

金額
(B)

件数
(C)

金額
(D)

件数
(C)/(A)

金額
(D)/(B)

平成３０年度 169 2,922 128 2,294 75.7% 78.5%

令和元年度 166 2,634 115 2,027 69.3% 77.0%

令和２年度 94 228 75 89 79.8% 39.0%

区分
官公需契約総額

うち地元中小企業者の
契約実績

比率

件数
(A)

金額
(B)

件数
(C)

金額
(D)

件数
(C)/(A)

金額
(D)/(B)

平成３０年度 92 213 71 81 77.2% 38.0%

令和元年度 95 168 73 96 76.8% 57.1%

過去３か年の市発注契約における地元中小企業者受注状況の推移

区分
官公需契約総額

うち地元中小企業者の
契約実績

比率

件数
(A)

金額
(B)

件数
(C)

金額
(D)

件数
(C)/(A)

金額
(D)/(B)


